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∼輝く⼥性たちの祭典∼
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∼誇れる⺟親に∼

EntryEntry

エントリーフィー：22,000円�(税込)

⼈⽣100年時代を楽しく豊かに⽣きるために
今から私が準備していること。
・健康な体
・楽しさを共有する仲間
・経済的な豊かさ
時間や年齢・環境でリミットを決めず、
死ぬまでチャレンジ。⼀つ⼀つハードルを
クリアし、今の私の信念があります。
そのための新しいチャレンジがミセスオブザ
イヤーでした。
今この⽂章を読んでくださっている
『あなた』へ。
最初の⼀歩を踏み出すことはとても怖く勇気
がいる事です。私も同じでした。
経験した私だからこそ⾔える⼀⾔。
『是⾮、⼀歩を踏み出してください。』
チームみんなで全⼒で応援します！

結婚している、または結婚歴のある⽇本国籍の⼥性。
シングルマザー。
１．Brilliant部⾨：20歳∼42歳
２．Precious部⾨：43歳∼60歳
３．Eternal部⾨：61歳∼
４．Gorgeous部⾨：25歳以上の結婚歴のない⼥性。
※Brilliant部⾨、Precious部⾨、Eternal部⾨：
 結婚している、または結婚歴のある⼥性。シングルマザー。
※Gorgeous部⾨：25歳以上で結婚歴のない⼥性。
 (出産歴は問いません)
※年齢区分は2023年4⽉1⽇時点を基準といたします。
※⽇本国籍、または⽇本に15年以上在住し、永住権を取得
 されている⽅で、⽇本⽂化と伝統に誇りを持つ⽅。
※⾝⻑・体重による出場制限もなし。

【エントリー資格】
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∼⼈⽣100年時代∼

私はずっと⾃分に⾃信がなく、常にマイナス
思考...。そんな⾃分が⼤嫌いでした。
知⼈からお声を頂いてエントリーしたミセス
オブザイヤー。これは⾃分の殻を破るチャン
スだと思いました。
本当は⾃分を好きになりたい、⾃信を持ち
たい、そして娘に誇れる⺟親でありたい！
そして挑戦することの素晴らしさを私の背中
で⾒せたい！
私の想いの変化は、今まで関わてくださった
⽅たちのお陰です。だから⽇本⼤会まで⾏
けた。⾃分を好きになれた。
この出逢いは私の⼀⽣の宝物です。
変わりたいと強く思うことでそれが⾏動に繋
がり、未来を切り開きます。今度は私が応援
する番。⼥性の夢をなかったことにさせたく
ない。あなたが望む未来へ⾏きましょう！

周りと⽐較して、⾃分に厳しくしてしまうのがクセ
で⼈の⽬を気にして⾔いたいことも⾔えない⾃分が
嫌でした。本当は…
「もっと堂々と⾃分の想いを話せるはず！」
「もっと⾃信を持って⼈前で輝けるはず！」
キラキラしている"理想のわたし"を描いて⾶び込み
ました。
この挑戦を経て、⼼から信じられるようになったこ
とがあります。
それは、「そのままの私で、充分素晴らしい」
ということです。
仲間と⼀緒に泣いたり笑ったりジェットコースター
のような感情に向き合い、理想を叶えることができ
ました。
⼊賞はならずとも、私の中には「輝きや価値がある」
と確信できたことがとても嬉しいです。
コンテストは「⾔葉」や「⾏動」のプレゼント交換
のような経験です。
⼈との出会いや絆の深まりは、今の私のお守りに
なっています。

∼ときめく⼈⽣を歩むために∼


